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【概要】広島和牛は、江戸時代から続く在来優良血統「岩倉蔓」を祖先の一つとする黒毛和種である。本研究では、ゲノムワイドSNPデータを用
いて広島和牛の遺伝的特徴と産肉性関連遺伝子の解明を行った。集団ゲノム解析により、広島和牛は全国の黒毛和種と比較して外国品種の影響が限
定的で、独自の遺伝子資源としての価値を有すること、ならびに県の育種方針の変遷に伴い遺伝的特性が変化してきたことが明らかとなった。さら
に、広島血統である「宝栄2」父方半兄弟家系のQTL解析および昭和期から令和期の広島和牛のGWASから、脂肪交雑、肉質、旨味成分に関わる遺
伝子領域を検出し、岩倉蔓由来の県固有遺伝資源の可能性が示唆された。これらの結果と集団構造解析の知見を踏まえ、県固有遺伝資源を活かしつ
つ、質と生産性を兼ね備えた血統の再構築が期待される。


